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11/27飲料業界『社会課題対応研究会』
記者発表会の内容のご共有

2025年12月23日
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飲料業界における社会課題の解決に向け、
5社が協働することで、個社個別の活動を加速させる

飲料業界『社会課題対応研究会』

■研究会の概要 -発足背景

物流2024年問題 GHG排出量削減 食品ロス問題
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初年度は、「物流2024年問題」にフォーカスし活動をスタート

＜成果＞
物流パートナー企業様やお取引先様の、多大なご理解・ご協力を
いただきながら、トラックドライバー様の待機時間、荷役作業の
発生件数の削減について、今年５月に５社連名リリースでご報告
した下記の成果の状態を現在も継続。

飲料業界『社会課題対応研究会』

■研究会の概要 -1年目の振り返り

物流2024年問題

荷役作業発生件数※2

5社計平均約30%削減
※2 ドライバーが本来の運転業務以外に行っている、積み下ろし、

検品、ピッキングなどの作業の発生件数

待機時間削減件数※1

5社計平均約40%削減
※1 主に待機時間1時間以上の件数

期間：2024年3月～2025年2月の1年間



「物流2024年問題」課題対応の活動と並行して、
「GHG排出量削減」「食品ロス」などの社会課題に対応していくべく、

当研究会で今後検討すべきテーマについて議論を実施

飲料業界『社会課題対応研究会』

■新たな取り組みの検討内容

１年目（これまで）

２年目以降（これから）

「物流2024年問題」を中心に
検討・活動

物流2024年問題

「物流」に加え「GHG排出」「食品ロス」で
新たなテーマを選定

具体的な検討を開始するステージへ

物流2024年問題GHG排出量削減

プラ削減

食品ロス問題
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「物流」からさらに視野を拡げ、「容器包装」等についても検討テーマを選定

飲料業界『社会課題対応研究会』

■新たな取り組みの検討内容

1. 更なる物流負荷改善

2. 納品時賞味期限の緩和（製造ロットの逆転）

3. ペットボトル・キャップの軽量化

4. 容器包装資材の効率化

5. サプライヤー企業との再エネ利用の促進

物流2024年問題

GHG排出量削減 食品ロス問題

物流2024年問題食品ロス問題

GHG排出量削減

物流2024年問題

GHG排出量削減

GHG排出量削減 プラ削減

検討テーマ 対応する社会課題
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意味合い
期待効果

検討項目

1. 更なる物流負荷改善

飲料業界『社会課題対応研究会』

物流2024年問題を背景とした厳しい物流環境の中、お客様に私たちの
商品をお届けする状態を維持していく必要がある。そのため、
喫緊の各社共通課題として取り上げ、トラック輸送能力不足に対応していく。

・同業他社や異業種企業と往復輸送や共同配送などに取り組んでおり
今後も輸送・配送・倉庫における更なる物流負荷軽減策を検討

・導入が進んでいるバース予約システム※をさらにバリューチェーン全体で
有効に活用できるよう、物流パートナー企業様や納品先様のご協力を
得ながら共に推進していく方策を模索

■新たな取り組みの検討内容
GHG排出量削減 食品ロス問題物流2024年問題

※物流拠点（倉庫や物流センター）の荷物の積み降ろしスペースである「バース」を、
トラックのドライバーや運送会社が事前にオンラインで予約するためのシステム
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2. 納品時賞味期限の緩和（製造ロットの逆転※）

飲料業界『社会課題対応研究会』

賞味期間の⾧さに応じて現行の納品ルールを緩和いただくことで、
「製造ロット適合のために行っている輸送」や、
「店頭に並ぶ前の段階で起きている食品ロス」の削減に繋げる

・活動主旨に賛同いただいた流通企業様での、
納品時の製造ロット逆転の運用テストおよび店頭調査

・賞味期限に関する消費者意識WEB調査

・省庁や異業種の物流研究会との情報交換や協議

■新たな取り組みの検討内容
GHG排出量削減 食品ロス問題物流2024年問題

意味合い
期待効果

検討･実施
項目

※納品時に賞味期限内で製造ロットの逆転が起きること
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飲料業界『社会課題対応研究会』

■新たな取り組みの検討内容

Ⅰ.購入するときに、賞味期限/消費期限を気にしている人の割合

Ⅱ.購入するときに、賞味期限/消費期限を「とても」 気にしている人の割合

Ⅲ.ペットボトル飲料の賞味期限の日付逆転が購買行動に与える影響

GHG排出量削減 食品ロス問題物流2024年問題

2. 納品時賞味期限の緩和（製造ロットの逆転）

◇流通様での運用テスト・店頭調査に先んじて、
賞味期限に関する消費者意識WEB調査の実施

＜WEB調査の内容＞
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飲料業界『社会課題対応研究会』

■新たな取り組みの検討内容

Ⅰ. 購入するときに、賞味期限/消費期限を気にしている人の割合

・主に日配品と加工食品で、気にしている人の割合は大きく分かれている
・ペットボトル飲料と缶飲料は、賞味期限表示が無いアイスクリームに次いで
気にしている人の割合が少ない

飲料業界『社会課題対応研究会』
賞味期限に関する消費者意識調査2025(ｎ=2670)

GHG排出量削減 食品ロス問題物流2024年問題

2. 納品時賞味期限の緩和（製造ロットの逆転）
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飲料業界『社会課題対応研究会』

■新たな取り組みの検討内容

Ⅱ. 購入するときに、賞味期限/消費期限を「とても」 気にしている人の割合（5段階評価のトップスコア）

・「とても」気にしている人の割合となると、賞味期間の⾧いカテゴリーは1割未満に
・ペットボトル飲料と缶飲料は、賞味期限表示が無いアイスクリームと同等

GHG排出量削減 食品ロス問題物流2024年問題

2. 納品時賞味期限の緩和（製造ロットの逆転）

飲料業界『社会課題対応研究会』
賞味期限に関する消費者意識調査2025(ｎ=2670)
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飲料業界『社会課題対応研究会』

■新たな取り組みの検討内容

Ⅲ. ペットボトル飲料の賞味期限の日付逆転が購買行動に与える影響

“前回購入商品の賞味期限が1年1ヶ月後”で、”賞味期限が1年後の同商品”を同じ店舗で見つけた場合

賞味期間が⾧いペットボトル飲料においては、

1ヶ月程度の賞味期限の逆転があっても、

86.5%の人が、商品を購入すると回答。

2. 納品時賞味期限の緩和（製造ロットの逆転）

飲料業界『社会課題対応研究会』
賞味期限に関する消費者意識調査2025(ｎ=2670)

GHG排出量削減 食品ロス問題物流2024年問題
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飲料業界『社会課題対応研究会』

■新たな取り組みの検討内容

【農林水産省新事業・食品産業部企画グループ、物流生産性向上推進室、食品ロス・リサイクル対策室】

食品産業の持続可能な発展に向けて好事例となるような、社会課題対応研究会における飲料５社での連携の取組に感謝するとともに、
ますますの進展を応援しています。
食品産業はこれまで、消費者に豊かで多様な食生活を日々途切れることなく提供するため尽力し、非常に高いサービス水準を実現してきました。
一方で、人口減少・少子高齢化の中で社会を維持発展させていくため、省力化の要請が一層高まっている昨今においては、より少ない労力で効
果を出せるように、生産から流通、消費までの関係者でサービスのあり方、必要な機能と評価される価値とを見直すことも必要になるものと思
われます。本年の通常国会で成立した食料システム法では、本年10月から、持続可能な供給に資する食品等事業者の取組に対する認定制度を
開始するとともに、来年４月以降は、飲食料品等全般を対象に、売り手・買い手双方の事業者に対し、商慣習の見直し等の提案があった場合に
は検討・協力する等の努力義務が課せられます。
農林水産省では、食料システム法等に基づき、サプライチェーン全体での商慣習の見直しなど、食品等の持続的な供給に向けた取組を推進・支
援していくこととしています。
社会課題対応研究会において、物流の効率化や食品ロス削減等による環境負荷の低減に資する賞味期限表示のあり方の見直しに向けて、現状起
きている非効率を見える化し、メーカー間や卸・小売との協議を進め、見直しの影響を受ける消費者側の受け止めについてもアンケートでの把
握に取り組まれたというのは、まさにこの流れに沿ったものであり、成果を期待しています。

GHG排出量削減 食品ロス問題物流2024年問題

2. 納品時賞味期限の緩和（製造ロットの逆転）

◇省庁との意見交換：
本活動の趣旨に賛同いただいた農林水産省からの応援コメント
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